
































































































をん  堂 心 堂 心 娑 婆 訶 どう しん どう しん そ わ か
　巻末に禅宗の影響を示す「渡唐天神」像と
その横に、紅梅と建物の一部の淡彩色挿し絵
と詠一首が刻まれています。「むめあらば　
いかにはにふのこやなりと　われたちよらん
あくましりぞけ」
　題名、呪文を付着した経文の体裁、すべて
が仏教様式で、そういう形で制作されたとい
うことに当時天神信仰の強い仏教や禅的な要
素がうかがわれます。
　幼い白隠の自伝に出てくる「天神経」はこ
れと同じ版かどうかは証明する確かな証拠は
ないにしても、その可能性はいくつかの事実
によって示唆されています。例えば、仮名文
体の体裁は子供に読み易くしてあるところ。
それに、この「天神経」以外には知られてい
ない扉絵と一緒に刻まれている詠は、白隠が
描いた渡唐天神図の讃として数回使われてい
ます。それはともあれ、新しい文献が現れる
まで、これは「白隠の天神経」とみてよく、
そしてそれによって、長年、白隠の自伝にま
つわる私の抱いていた疑問のひとつはもう気
にしなくてもよくなりました。 
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